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第 5３巻 第１号（通算第 14９号）2020.10.1

コロナ禍に思う

東京都支部長 杉浦幹雄

全病理・東京都支部会員の皆様には、いかがお過ごしでしょうか。本年２月

頃から始まった、コロナウイルスの感染拡大により、全病理では、５月の全国

学会・代議員総会を始め、地方学会、技能講習会、指導者講習会など、全国的

な研修事業が、ほぼ全て中止となり、開店休業の状態が続いています。東京都

支部でも、４月の支部集会を始め、７月の課題講習会も中止となり、未だに何

も事業が出来ない状態が続いています。７月頃からの感染拡大第 2 波は、まだ

収束は見られませんが、社会・経済活動の自粛・活動制限を続けるだけでは、

日本の社会・経済が壊滅的打撃を受けますので、政府も、ＷＩＴＨコロナで、

社会・経済活動の再開に舵を切っています。全病理でも、感染予防対策（いわ

ゆる三密対策）に注意して、研修事業の再開を図らなければなりません。「注意

して、前に進めです」 東京都支部では、１０月３１日のイブニングセミナー

を皮切りに、研修会（課題講習会）を再開します。まだまだ、コロナ禍の際ち

ゅうではありますが、医療従事者として、知識・技術の向上に努める普段の努

力が大切と思います。

今回のコロナ禍により、社会のありようは、この 3年～5 年の間に、大きく変

わると思います。完全に、コロナ禍の前の状態には、戻らないでしよう。テレ

ワークの普及、会社への通勤、都会に住むこと、人生の幸福とはなにか、コロ

ナ禍があぶりだしたことが、たくさんあります。このコロナによるパンデミッ

クは、時代を画する事件となると思います。私たちも、医療従事者として、ど

う生きるか、時代の変化に遅れぬように、考えていかなくてはなりません。
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学術研修会のご案内

〇10 月の研修会 イブニングセミナー 課題講習 3単位

期 日：令和２年１０月３１日（土）１５時～１８時

会 場：東京都障害者福祉会館２階集会室 C１

東京都港区芝５丁目１８－２

ＪＲ・田町駅 歩 5分、都営地下鉄・三田駅 歩 1分

テーマ：肩関節疾患に対する手技療法

症例を持ち寄っての検討会

講 師：譲矢、杵鞭など、支部学術部

参加費：単位を取得される方は２０００円です。

単位を取得しない場合は、会員は無料。会員外４０００円。

今回のセミナーは、コロナ感染予防対策として、参加人数の制限、三密予防

対策を図っておこないます。

①参加人数は、１５名以内とし、事前申し込み制とします。

②マスク着用で、来場してください。

③体温３７，5度以上、体調不良の方は、参加しないでください。

会場でも、入場の際、体温測定を実施します。

④手指の消毒液を、会場に用意します。

⑤会場が密にならないよう、換気に努めます。

お申込み：携帯：０８０－１１８７－６４７９（杵鞭勝彦）

ｅメール：nao_eri1957@yahoo.co.jp

尚、お申込みは定員１５名に達しましたら終了させていただきます。

コロナ感染拡大により、急遽開催中止の場合は、支部のホームページに、

中止情報を掲載します。セミナーに参加される方は、支部のホームページ

を確認して来てください。中止の場合、前日には、中止情報を掲載します。

支部のホームページは、「全国病院理学療法協会」で検索し、協会のホーム

ページの中の「リンク」を見れば、支部のホームページを見つけられます、

※毎月第一、四水曜日の１８時～２０時３０分、理学療法研究

「サークル知峰」が、同会場にて学習会を行っております。

最近のテーマは、「介護福祉」です。多数のご参加お待ちしております。

mailto:nao_eri1957@yahoo.co.jp
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支部オンライン研修会

東京都支部会では、試験的な試みとしてオンライン研修会の開催準

備をしています。ビデオ会議システム zoom を使用して、自宅からオ

ンラインで講義を受講します。来年１月下旬に開催予定で、学術部

スタッフも試行錯誤しながら準備を進めていますので、どうぞご理解

とご協力を御願いします。計画がまとまりましたら、改めて、ご案内

します。

第６９回日本理学療法学会は愛知県名古屋市

で開催予定（中部地方会愛知県支部 担当）

期日：令和３年５月２９日（土）～３０日（日）

会場：今池ガスホール（名古屋市千種区）

学会テーマ：人生百年時代を迎えて

―どう延ばす健康寿命―

皆さんで参加しましょう

第 5 回関東甲信越地方学会開催延期のお知らせ

令和 2 年 10 月 25 日開催で準備をしておりましたが、新型コロナウイルス感

染の終息が見られないことから今年度の開催は断念いたしました。来年度、下

記の通りのプログラムで、延期開催します。

―記―

名 称 : 第 5回 関東甲信越理学療法学会

会 期 : 令和 3年 10 月 24 日（日）午前 9時半から午後 4時半

会 場 : 日本教育会館 8階 第 2会議室

東京都千代田区一ツ橋 2-6-2 ℡03（3230）2801

学会テーマ : 整形外科疾患に対するリハビリテーション
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～進化する物理療法機器～

主な内容 特別講演 2題

〇変形性膝関節症に対する病態と治療

さいたま赤十字病院 泉 先生

〇ショックマスターの効果と実際

㈱ 酒井医療

会員発表： 約 10 題 会員の皆様の一般演題発表をお待ちしてます。

※懇親会 学会終了後 16 時 30 分から。会場は、教育会館の最上階宴会場「喜

山倶楽部」にて 約 50 名参加予定。アトラクションに、クラリネット

演奏予定

委員会報告

運動療法機能訓練技能講習会
委員長 譲矢正二

令和２年度の技能講習会は、コロナウイルス感染拡大のため、開催が中止さ

れました。なお、令和３年度の技能講習会の開催については、コロナウイル

スの感染状況を見て、3 月の関東甲信越地方会執行委員会、開催の可否が検討

されます。

各部報告

【庶務部】 部長 石田一利

今年度は、３月から支部の事業が

殆ど中止となり、十分な活動はできて

いませんが、協会本部、地方会との連

絡、会員管理などは、必要な範囲で、

おこなっています。１０月からは、い

よいよ、支部の学術研修事業が再開し

ますので、イブニングセミナーの開催

など、支援をおこなっていきます。

【渉外部】 部長 高野和男

令和２年の活動について報告しま

す。まず、継続して行っている作業と

して、ホームページの更新作業ですが、

支部会の活動休止により４月以降行

っておりません。E メールによる問い

合わせの対応は継続しています。新型

コロナによる活動制限後の活動とし

て、9 月 27 日全病理本部で行われた郵

送による本年度役員選挙の開票作業

に、開票立会人として参加いたしまし

た。１0 月より東京都支部活動も再開

となりますので、渉外部としても活動

いたします。

【学術部】 部長 杵鞭勝彦

1.令和元年度 学術部研修会報告
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○４月の研修会 課題講習３単位

日 時：令和元年４月２１日㈰

テーマ：脊柱管狭窄症に対する

病態と治療

講 師：岡崎 廉太郎 先生

さいたま赤十字病院

整形外科 医師

会 場：かつしか シンフォニー

ヒルズ 別館５階

※終了後は支部総会

岡崎先生の研修会風景

○７月の研修会 課題講習３単位

日 時：令和元年７月 2８日（日）

テーマ：姿勢と健康

～第一腰椎と内蔵相関～

講 師：河野 俊彦 先生

千葉大学、亀田医療大学 講師

会 場：かつしか シンフォニー

ヒルズ 別館レインボー

河野先生研修会風景

○１０月の研修会 課題講習３単位

イブニングセミナー

学術部、保険部、組織部 3部合同

研修会が２８名の参加者にて盛大

に盛大に開催される

日 時：１０月５日(土)15 時から

会 場：東京都障碍者福祉会館

内 容：第一部 学術部研修会

講師及びテーマ

1 譲矢正二

「へバーデン結節に対する

保存的治療法の検討」

2 寺島政博

「品川区のシルバーマッサー

ジにおけるリスク管理」

3 杵鞭勝彦

「頭頸部に対する手技療法」

4 船越啓太郎

「肩関節周囲炎に対するホー

ムエクササイズ」

5 川崎一幸

「褥瘡難治事例における高機

能エアマットの導入」

④麻生美奈子

「今さら聞けない、介護保険

制度を使って家で生活をする

為には、どんな順番で何が必

要でしょうか？」

第二部 組織部、厚生部合同の

懇親会：１８時～19 時。

組織部及び厚生部による親睦

会及び会員相互の意見交換会

その他、アトラクショ‥ン等

軽食と飲み物の提供
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研修会風景

懇親会風景 落語風景

○令和２年１月の研修会

伝達講習会 課題講習 5単位

日 時；令和 2年 1月１９日㈰

テーマ：高齢者の介護予防のため

のリハビリテーション

講 師（伝達者）：土屋光恵

（鶴川サナトリウム病院）

譲矢正二（わしみや治療院）

会 場；かつしかシンフォニー

ヒルズ別館 コンチェルト

尚、終了後は恒例の新年会が行われ

た。

伝達講習会風景

令和２年度の研修会

○令和２年４月の総会合同の研修会

日 時；令和 2年 4 月１９日㈰

テーマ：在宅における認知症の看

護ケアについて

講 師：廣瀬 明香 看護師

武蔵野みどり診療所

会 場 ；かつしかシンフォニー

ヒルズ レインボー

この研修会も中止となり、来年度に

延期の予定です。

〇7月の研修会

日 時；令和 2年 7月 26 日㈰

テーマ：日常生活動作の理論と

実際～片麻痺患者を中心に～

講 師：渡辺 慎也 先生

理学療法士

埼玉セントラル病院

会 場 ；かつしかシンフォニー

ヒルズ レインボー

尚、この研修会も中止となり、次回へ

の開催延期を予定しております。

今回、１０月のイブン二ングセミナー

から、研修会を再開し、来年年明けに

は、オンライン研修会など、何らかの

方法で、研修会を開催して行きたいと

考えております。会員皆様との交流も

兼ねて是非開催したいと考えており

ますのでどうぞ宜しくお願いします。

開催が決定次第、後日ご案内させてい

ただきます。

3．日本理学療法学会の件

第 68 回日本理学療法学会は長崎の

諫早で開催されました。皆様お疲れさ

までした。第 69 回学会は、愛知県名
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古屋市にて開催予定も、ウイルスの感

染拡大に伴い延期となる。

4．全国理学療法指導者講習会の件

昨年度は令和元年 10 月２０日㈰に

石川県金沢市で開催

内容は高齢者の介護予防のための

リハビリテーション

講師は正木 光裕 先生

新潟医療福祉大学リハビリテーシ

ョン学部

東京より２名の推薦 土屋と譲矢が

受講し、今年 1月に伝達講習会が開催

されました。

尚、今年度令和 2 年度の指導者講習

会は、１０月に、大阪にて開催予定で

したが、この指導者講習会もコロナウ

イルス感染拡大に伴い、８月に中止が

決定しました。主催者ともどもとても

残念でなりません。

6．その他

①学術部会は年４回、開催しています。

②今年度も以下のメンバーで活動し

ていきます宜しくお願いします

杵鞭、譲矢、熊谷、麻生、砂野、

佐藤、船越、

※学術部に対するご意見・ご要望をお

待ちしております。

【組織部】 部長 本田善浩

今回は新型コロナウイルスの影響

により、全病理の事業は９月現在全

て中止となっております。経済を考

え行動制限を緩めると、感染拡大に

つながり、制限強化によって中小企

業の倒産などの影響が出て、かじと

りが難しいです。ワクチンや治療薬

の開発を待つしか本当の決着はつ

かないでしょう。それまでの間、自

分たちで出来ることをやりましょ

う。

【保険部】

寺島部長が 3 月末で、全病理を退会

され、後任は未定。

【会計部】 部長 小瀬洋平

会員の皆さん、お元気でお過ごしで

しょうか。コロナ禍の中、今までの生

活から、マスク、うがい、手洗い、検

温など、工夫しながらの生活様式だと

思います。支部の研修会もできず、残

念です。とは、言っても、各自、健康

維持に努め、皆さんとの再会を楽しみ

にしています。

今年度、本部よりの交付金 362000

円は、コロナ禍であっても、９月まで

に全額送金されております。この予算

を使って、早く、研修会が開催される

ことを望みます。

【厚生部】 部長 石田一利

コロナ感染症が減少していない状

況下、会員の方々は、どうお過ごしで

しょうか。厚生部では、今年 1 月１９

日（日）の研修会終了後、新年会を行

いました。新年会には、１３名の方が

参加して頂きありがとうございまし

た。厚生部の今後の予定は、コロナ感

染状況を見ながら考えたいと思いま

す。私事ですが、私は、毎日、自宅近
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くの海岸を約３ｋｍ散歩しています。

最近は、コロナの規制が一部緩和され、

週末には、人が多く海岸に来られるよ

うになりました。その為、週末だけは、

早朝６時ごろ散歩しています。コロナ

感染が減少しない状況下、会員の方々

も、気をつけて、お過ごし下さい

新年会風景 新年会参加メンバー

【広報・出版部】担当 杉浦幹雄

現在、会報編集は、支部長の私が臨

時で担当しています。どなたか、会報

編集をお手伝いしてくださる方は、会

員の中におりませんか。我こそはと思

う方、どうぞご連絡ください。

ＰＣメールとワードが使用できれば、

編集作業は可能です。

会 員 の 消 息

(令和２年１月 1日～令和２年 9 月 30 日)

◎退会

大島力、愛甲美沙緒、棚町暁彦、嶋崎恵美、柴田俊二

藤井深造、脇本直明

◎除名（会費長期滞納により）

大田勝周、大濱千佳、川又勝史、古橋あゆみ

◎休会

福井祐子

◎入会 なし
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令和 1 年度東京都支部決算書

＜収入前年度繰越金 １７１８９円

本部交付金 ４０３３００円

課題講習会参加費 ３０２０００円（２０００円×１５１名）

認定手数料 ６８０００円（３４名）

預金利息 ０円

合 計 ７９０４８９円

＜支出＞

庶務部 １６３５１５円（１９５０００円）

広報発送（140 円切手×400）費含む

会計部 ３４７８円（ ５０００円）

学術部 ３０５６９１円（３０００００円）

講師料、会場時 資料代 部会費

渉外部 ０円（ １００００円）

厚生部 １３０００円（ ３００００円）

広報部 ４０７３６円（５００００円）

コピー代、封筒代など

組織部 ２６６７２円（ ４００００円）

保険部 １４０３０円（ ３００００円）

会議費 １０７６２０円（１１００００円）

役員行動費 １０７５００円（１１００００円）

予備費 ０円（ ３４８９円）

-------------------------------------------------------------------

合 計 ７８２２４２円（８８３４８９円）

＜収入＞ － ＜支出＞＝８２４７円（次年度繰越金）
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令和２年度東京都支部予算案

（）内は令和１年度予算案との比較

＜収入＞

前年度繰越金 ８２４７円

本部交付金 ３６２０００円（－４１３００円）

※会員数×３１００円＋２１０００円

課題講習会参加費 ３６００００円（－４００００円）

※２０００円×４５名×４回

認定手数料 １０００００円（＋３４０００円）

※２０００円×５０名

-------------------------------------------------------------------

合計 ８３０２４７円（－５３２４２円）

※令和１年度予算案に比較して、５４２４２円のマイナス

＜支出＞

庶務部 １７００００円（－２５０００円）

会計部 ５０００円 （０）

学術部 ３０００００円 （０）

渉外部 １００００円 （０）

厚生部 ３００００円 （０）

広報部 ５００００円 （０）

自主制作で、年 3 回発行

送料切手は手当て済み、編集費用のみ

組織部 ３００００円（－１００００円）

保険部 ３００００円 （０）

会議費 １０００００円（－１００００円）

役員行動費 １０００００円（－１００００円）

予備費 ５２４７円（＋１７５８円）

合 計 ８３０２４７円（－５３２４２円）

＜令和２年度予算編成の骨子＞

○会議の食事代補助は、一人 1回につき 500 円、交通費は実費で

○広報部 支部会報は、編集から発送まで全て、自主制作で

○その他、各部予算は、ほぼ令和１年度に同じ
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公益社団法人全国病院理学療法協会東京都支部

執行委員長（支部長）及び執行委員名簿（令和１・２年度）

役 職 名 氏 名

執行委員長（支部長） 杉浦幹雄

執行委員（副支部長・財務部長） 小瀬洋平

執行委員（副支部長・学術担当） 譲矢正二

執行委員（庶務・厚生部長） 石田一利

執行委員（学術部長） 杵鞭勝彦

執行委員（渉外部長・ホームページ

担当）

高野和男

執行委員（組織部長） 本田善浩

執行委員（庶務副部長） 佐藤秀明

執行委員 船越啓太郎

執行委員 土屋光恵

執行委員 川崎一幸

執行委員 熊谷まり子

執行委員 麻生美奈子

執行委員 砂野宏冶

執行委員 宮下貴良

検査役 鈴木忠
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ご感想・投稿原稿

全病理 東京都支部

病院・施設名

氏 名

宛 先 部 局 学術・庶務・渉外・組織・厚生・保険・会計・広報

＊必要事項を○で囲んでください。また、この用紙はコピーしてご利用下さい。

【宛先】支部事務局 杉浦 幹雄

〒179-0081 東京都練馬区北町 3-17-11-401

E メール：ICG14776@nifty.com

公益社団法人 全国病院理学療法協会 東京都支部
支部長：杉浦幹雄 編集：杉浦 幹雄

《ＨＰアドレス》http://home.c07.itscom.net/z-tokyo/


